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のの話話題題村村

　

黒
滝
村
旧
役
場
庁
舎
に
て
、
ソ

プ
ラ
ノ　

松
谷
文
美
・
山
部
直

華
、
ピ
ア
ノ　

梅
田
奈
美
に
よ
る

森
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
を
中
心
と
し
た
昭

和
の
歌
か
ら
平
成
の
歌
ま
で
、
皆

さ
ん
お
な
じ
み
の
曲
が
た
く
さ
ん

歌
わ
れ
ま
し
た
。「
み
ん
な
で
歌

お
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
昔
懐

か
し
い
曲
を
10
曲
ほ
ど
歌
い
、
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
次
回
の
森
の

コ
ン
サ
ー
ト
は
12
月
15
日
（
日
）

開
催
予
定
で
す
。

9/15
（日）

たるまるカフェ  森のコンサート Vol.12
～懐かしの歌謡ショータイム～

9/7
（土） 成 人 式

　

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
に
て

令
和
元
年
度
の
成
人
式
を

挙
行
し
ま
し
た
。
本
年
度

は
平
成
10
年
４
月
〜
平
成

11
年
３
月
生
ま
れ
の
方
が

対
象
で
、
６
名
の
新
成
人

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

に
て
、
第
６
回
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

は
、
奈
良
県
知
事
と
市

町
村
長
が
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
意
見

交
換
を
行
い
、
県
民
の

方
々
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

9/16
（月） 第６回地域フォーラム

　

吉
野
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ウ
ル
に

て
、
村
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

と
子
ど
も
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
合
同
開
催
し
ま
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
む
だ

け
で
な
く
、
普
段
顔
を
合
わ

せ
な
い
人
と
の
交
流
も
あ

り
、
た
い
へ
ん
和
や
か
な
雰

囲
気
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

8/30
（金）村民ボウリング大会

　

黒
滝
村
健
民
運
動
場
に

て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

主
催
の
ナ
イ
タ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
少
し
暑
さ
も
残
る

中
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

さ
ん
も
加
わ
り
参
加
者
総

勢
43
名
に
よ
る
賑
や
か
な

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

9/5
（木）

ナイター
グラウンドゴルフ大会

　

式
で
は
、
各
々
が
近
況
や
今
後

の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
閉

式
後
は
、
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学

校
の
恩
師
の
先
生
方
を
交
え
て
、

同
窓
の
集
い
が
行
わ
れ
、
思
い
出

話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

村民ボウリング大会村民ボウリング大会 こども会ボウリング大会こども会ボウリング大会

　　　優　勝　中東　淳
　　　準優勝　乾　邦彦
　　　第３位　玉田　美鈴（敬称略）

　　　優　勝　梶谷　実生
　　　準優勝　梶谷　直仙
　　　第３位　高野　響（敬称略）

優　勝　　安谷　てるみ
準優勝　　安谷　亨　　第３位　　松本　要子

（敬称略）

　

今
回
は
奈
良
県
知
事

と
、
吉
野
町
、
大
淀

町
、
野
迫
川
村
、
下
北

山
村
、
上
北
山
村
、
黒

滝
村
の
町
村
長
が
、「
地

域
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
、
各

自
治
体
の
取
り
組
み
の

プ
レ
ゼ
ン
や
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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議

会

議
会
活
動
状
況

議
会
活
動
状
況

9
月

２
日
●
第
４
回
議
会
定
例
会

　
　
　

正
副
議
長
、
常
任
委
員
長
打
合
せ

　
　
　

県
道
洞
川
下
市
線
整
備
促
進

　
　
　

協
議
会
総
会

３
日
●
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会

６
日
●
第
４
回
議
会
定
例
会　

開
会

　
　
　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

交
通
対
策
協
議
会

７
日
●
成
人
式

９
日
●
決
算
審
査
特
別
委
員
会

12
日
●
第
４
回
議
会
定
例
会

　
　
　

再
開　

一
般
質
問

　
　
　

閉
会

16
日
●
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

25
日
●
例
月
出
納
検
査

26
日
●
区
長
会

白
き
ゅ
う
り
立
毛
品
評
会
表
彰
式

　

令
和
元
年
第
４
回
議
会
定
例
会
が
９

月
６
日
（
金
）
〜
12
日
（
木
）
に
か
け

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
26
の
議
案
が
審

議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
、
可

決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
さ
れ
た

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
一
般
質
問

・
県
道
洞
川
下
市
線
に
つ
い
て

（
阪
中
議
員
）

◆
人
事
案
件

・
議
案
第
１
号　

黒
滝
村
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
議
案
第
２
号　

黒
滝
村
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

◆
規
約
等
の
改
正

・
議
案
第
３
号　

さ
く
ら
広
域
環
境
衛

生
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ

い
て 第

４
回
議
会
定
例
会

第
４
回
議
会
定
例
会

・
議
案
第
４
号　

さ
く
ら
広
域
環
境
衛

生
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

◆
条
例
制
定

・
議
案
第
５
号　

黒
滝
村
第
１
号
会
計

年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
６
号　

黒
滝
村
第
２
号
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
７
号　

黒
滝
村
森
林
環
境
整

備
促
進
基
金
条
例
に
つ
い
て

◆
条
例
改
正

・
議
案
第
８
号　

黒
滝
村
印
鑑
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
９
号　

黒
滝
村
の
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号　

一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
11
号　

職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
12
号　

技
能
労
務
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
13
号　

黒
滝
村
文
化
財
保
護

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
14
号　

災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

◆
補
正
予
算

・
議
案
第
15
号　

令
和
元
年
度
黒
滝
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て

・
議
案
第
16
号　

令
和
元
年
度
黒
滝
村

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

・
議
案
第
17
号　

令
和
元
年
度
黒
滝
村

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

・
議
案
第
18
号　

令
和
元
年
度
黒
滝

村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て　
　

◆
決
算
認
定

・
議
案
第
19
号　

平
成
30
年
度
黒
滝
村

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

・
議
案
第
20
号　

平
成
30
年
度
黒
滝
村

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
21
号　

平
成
30
年
度
黒
滝
村

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
22
号　

平
成
30
年
度
黒
滝
村

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
23
号　

平
成
30
年
度
黒
滝
村

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
24
号　

平
成
30
年
度
黒
滝
村

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
そ
の
他

・
議
案
第
25
号　

黒
滝
村
過
疎
地
域
自

立
促
進
市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
26
号　

黒
滝
村
辺
地
総
合
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
報
告
第
１
号　

平
成
30
年
度
財
政
健

全
化
判
断
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

黒
滝
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

委
員
の
改
選
に
つ
い
て

　

本
村
の
３
名
の
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
う
ち
２

名
が
９
月
24
日
付
け
で
任
期
満

了
と
な
り
、
中
谷
敏
弘
氏
（
寺

戸
）
が
引
き
続
い
て
選
任
、
前

田
茂
氏
（
寺
戸
）
が
新
た
に
選

任
さ
れ
、
村
議
会
に
同
意
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
９
月
よ
り
３
年
間

同
委
員
を
務
め
ら
れ
た
迎
正
法

氏
（
中
戸
）
は
今
期
を
も
っ
て

退
職
さ
れ
ま
す
が
、
村
の
固
定

資
産
に
関
す
る
審
査
等
に
多
大

な
労
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
改
選
に
よ
り
本
村
の

固
定
資
産
評
価
委
員
は
、

　

中
谷　

敏
弘 

委
員
（
寺
戸
）

　

中
井　

龍
彦 

委
員
（
赤
滝
）

　

前
田　

茂 

委
員  　
（
寺
戸
）

が
就
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
委

員
の
皆
さ
ま
の
活
躍
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

人材を確保したい村内企業の皆様へ
移住支援金の支給対象法人を募集します

　黒滝村内への移住・定住の促進及び中小企
業等における人手不足の解消に資するため、
奈良県と共同して行う移住支援事業におい
て、東京２３区から黒滝村に移住した者が、
マッチング支援対象の求人企業に就職し定着
に至った場合に、移住支援金が支給されます。
移住者が移住支援金を受けるためには、奈良
県が運営するマッチングサイトに掲載した対
象法人に就業するなどの条件があり、人材確
保手段の一つとして、ぜひ対象法人にご登録
をお願いします。
◆お問合せ先　
　マッチング支援：
　奈良県産業雇用振興部雇用政策課
　☎０７４２－２７－８８１２
　移住支援金：黒滝村役場企画政策課
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南
和
広
域
医
療
企
業
団
主
催

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
９

　

地
域
住
民
へ
の
健
康
啓
発
や
病
院

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、「
人
生
１
０
０
年
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
お
子
様

が
楽
し
め
る
催
し
も
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

11
月
10
日
（
日
） 

午
前
10
時
〜

　
（
市
民
公
開
講
座
午
後
1
時
30
分
〜
）

◆
場
所

　

南
和
広
域
医
療
企
業
団

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

吉
野
郡
大
淀
町
大
字
福
神
８
番
１

　
（
近
鉄
福
神
駅
前
）

◆
内
容　

企
業
団
医
療
ス
タ
ッ
フ
と

日
向
亭　

葵
氏
（
お
笑
い
理
学
療

法
士
）
に
よ
る
市
民
公
開
講
座
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
見
学
会
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
バ
ザ
ー
、
こ
ど
も
お

楽
し
み
広
場
、
ワ
ン
コ
イ
ン
ラ
ン

こ
こ
ろ
の
相
談
会

　

ス
ト
レ
ス
は
心
と
体
に
現
れ
ま

す
。
最
近
ご
自
身
や
身
近
な
人
の
様

子
が
、「
い
つ
も
と
違
う
な
」
と
思

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？                          

●
疲
れ
て
い
る
は
ず
な
の
に
眠
れ
て

い
な
い

●
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
少
し
て
い
る

●
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
る

●
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た

こ
と
が
楽
し
め
な
い

　

大
き
な
環
境
の
変
化
や
過
度
の
ス

ト
レ
ス
が
原
因
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
気
軽
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。                           

◆
対
象　

村
内
在
住
者                        

◆
日
時　

　

11
月
11
日
（
月
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
２
時

◆
申
込
締
切　

10
月
28
日
（ 

月
）

◆
内
容　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談                        

◆
場
所　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー                        

◆
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課

チ
、
救
急
車
・
消
防
車
の
展
示
・

見
学
、
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
各

種
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◆
お
問
合
せ
先

　

南
和
広
域
医
療
企
業
団

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

　

庶
務
・
管
財
課

　

☎
０
７
４
７
‐
５
４
‐
５
０
０
０

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

〜
病
気
の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
と

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
、
特
定
健
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
〜

　

国
民
健
康
保
険
も
し
く
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
40
歳
以
上

で
、
今
年
度
、
ま
だ
健
診
を
受
診
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
令
和
２
年
１
月

末
ま
で
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
受
診
の
際
は
、「
受
診
券
」
と

「
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）」
を
持
参

の
う
え
、
健
診
実
施
医
療
機
関
に
て

健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
費
用　

無
料

（
自
己
負
担
だ
と
７
，
５
０
０
円

か
ら
９
，
５
０
０
円
相
当
）

◆
健
診
内
容　

身
体
計
測
・
肝
機
能
・

血
中
脂
質
・
血
糖
検
査
・
尿
検
査

な
ど

　

な
お
、
今
年
度
６
月
末
ま
で
に
特

定
健
診
未
受
診
者
の
方
に
は
、
受
診

勧
奨
通
知
が
届
き
ま
す
。（
７
月
以

降
に
受
診
さ
れ
た
方
に
も
事
務
処
理

が
間
に
合
わ
ず
届
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。）

※
「
黒
滝
村
元
気
ふ
れ
あ
い
活
動
ポ

イ
ン
ト
手
帳
」
を
お
持
ち
の
方
は
、

令
和
元
年
12
月
末
日
ま
で
に
受
診

さ
れ
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

税等の納期

１０月３１日（木）

住民税　　　　　第３期
国民健康保険税　第４期
介護保険料　　　第４期
後期高齢者医療　第４期

忘れずに
納付しましょう！

行
政
相
談
週
間

　

10
月
７
日
（
月
）
か
ら
13
日
（
日
）

ま
で
の
一
週
間
は「
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。

　

登
記
・
年
金
・
保
険
・
雇
用
な
ど
、

国
の
仕
事
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
、困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

行
政
相
談
委
員
が
開
設
す
る
行
政
相

談
所
で
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

※
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。

【
行
政
相
談
委
員
が
開
設
す
る

行
政
相
談
所
】

◆
日
時　

　

10
月
８
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
５
時

◆
場
所　

　

黒
滝
村
役
場
２
階　

委
員
会
室

◆
相
談
の
お
相
手

　

行
政
相
談
委
員　

德
田　

初　

氏

【
登
記
・
税
金
・
年
金
な
ど

行
政
な
ん
で
も
相
談
所

　
　
　
　
　
　

 （
法
律
相
談
併
設
）】

　

橿
原
市
内
で
、「
登
記
・
税
金
・

年
金
な
ど　

行
政
な
ん
で
も
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
弁
護

士
・
司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
無
料
・
予
約
不
要
・
秘

密
厳
守
で
す
。
お
気
軽
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

　

10
月
８
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◆
場
所　

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原　

３
階

　

イ
オ
ン
ホ
ー
ル

　

橿
原
市
曲
川
町
７
‐
20
‐
1 

◆
相
談
の
お
相
手
（
予
定
）

　

法
務
局
、
労
働
局
、
年
金
事
務
所
、

奈
良
県
警
、
橿
原
市
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険

労
務
士
、
行
政
相
談
委
員
、
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
合
せ
先　

　

奈
良
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
２
‐
２
４
‐
１
１
０
０

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
固
定
資
産

税
の
評
価
を
行
う
た
め
、
新
築
家
屋

や
増
改
築
さ
れ
た
家
屋
を
対
象
に
、

役
場
職
員
が
調
査
に
お
伺
い
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
31
年
１
月
２
日
以
降
で
そ
う

い
っ
た
家
屋
の
調
査
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
方
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
る

と
共
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
取
壊
し
し
た
家
屋
が
あ
る
場

合
も
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

新
築
・
増
改
築
家
屋
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

裁
判
員
制
度
と
は
、
一
般
の
国
民

が
（
一
事
件
に
つ
い
て
6
人
の
裁
判

員
が
選
ば
れ
ま
す
。）、
地
方
裁
判
所

で
行
わ
れ
る
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、

裁
判
官
（
3
人
）
と
一
緒
に
被
告
人

が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど

の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か
を
決
め
る

制
度
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
で
は
、
裁
判
の
進
め

方
や
そ
の
内
容
に
国
民
の
視
点
、
感

覚
が
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
結

　

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、

住
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に
ご

「
検
察
審
査
会
」
を

　
　

ご
存
知
で
し
ょ
う
か

裁
判
員
制
度
の
お
知
ら
せ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た
11
人
の
有
権
者
が
、
一
般
国
民
の

代
表
と
し
て
検
察
審
査
員
に
選
定
さ
れ
、

検
察
庁
が
不
起
訴
処
分
と
し
た
刑
事

事
件
に
つ
い
て
そ
の
判
断
が
妥
当
か

ど
う
か
を
民
間
人
が
審
査
、
意
見
を

提
出
す
る
こ
と
が
主
な
仕
事
で
す
。

　

な
お
、
被
害
者
と
し
て
検
察
審
査

会
へ
の
申
立
は
無
料
で
行
え
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

　

葛
城
検
察
審
査
会
事
務
局　

　

☎
０
７
４
５
‐
５
３
‐
１
０
１
２

果
、
裁
判
全
体
に
対
す
る
国
民
の
理

解
が
深
ま
り
、
裁
判
が
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
、
司
法
へ
の
信
頼
が
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

裁
判
員
も
同
じ
く
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
ま

す
。
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は

住
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

　

総
務
課
内

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
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平成３０年度　黒滝村の決算平成３０年度　黒滝村の決算
平成３０年度　決算平成３０年度　決算

村民一人当たりに換算すると

平成３０年度黒滝村財政健全化判断比率の概要

用語解説
●実質赤字比率…一般会計の赤字の割合　●連結実質赤字比率…全会計の赤字の割合
●実質公債費比率…借入金の返済額とそれに順ずる経費の割合
●将来負担比率…借入金や将来支払う可能性のある負担等の割合　●資金不足比率…公営企業の資金不足の割合
●早期健全化比率…各比率が早期健全化基準を超えた場合、財政健全化計画を議会を経て策定、公表するとと
もに総務大臣・県知事へ報告します。
●財政再生基準…実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率が財政再生基準以上の場合、財政再生計
画を議会を経て策定、公表するとともに総務大臣へ協議し、同意を求めます。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の定めにより、健全化判断比率の公表を行います。
いずれの比率も基準を超えることなく、健全であるといえます。

財政健全化判断比率 公営企業会計の資金不足比率

歳 入
14 億 6033 万

9317 円

歳 出
14 億 4724 万

643 円

会計別　歳入・歳出

①地方交付税
7億 6532 万円

③国庫支出金
1億 4826 万 612 円

④繰入金
1億 623 万 9080 円

⑤村税
6692 万 5737 円

⑥繰越金
5946 万 8507 円

⑦県支出金
5385 万 4388 円

⑧諸収入
2759 万 1997 円

⑨地方譲与税
1252 万 9000 円

⑩地方消費税交付金
1249 万 6000 円

⑪分担金及び負担金
1193 万 1310 円

⑫その他
1156 万 4926 円

⑬使用料及び手数料
725 万 7760 円

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦⑧

⑨ ⑩
⑪ ⑫ ⑬

②村債
1億 7690 万円

①総務費
4億 2733 万 4157 円

③教育費
1億 5337 万 9221 円

④衛生費
1億 3674 万 2761 円

⑤農林水産業費
1億 3268 万 3244 円

⑥消防費
1億 1232 万 9545 円

②民生費
1億 7040 万 7858 円

⑦公債費
1億 646 万 8642 円

⑨商工費
5835 万 6885 円

⑩議会費
3399 万 6595 円

⑪災害復旧費
3346 万 1360 円

⑫労働費
173 万 3910 円

⑧土木費
8034 万 6465 円 ①

②

③
④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨ ⑩⑪

⑫

支出
2,012,852 円 / 人
3,965,043 円 / 世帯

村税収入
  93,082 円 / 人
183,358 円 / 世帯

※平成 31 年 3月末人口 719 人、世帯数 365 世帯で算出

　平成３０年度の黒滝村の決算がま
とまり、9月６日から開かれた令和
元年第４回黒滝村議会定例会で認定
されました。
　決算とは、村が 1年間に使った
金額と財源として入った金額をまと
めたもので、みなさんの納めていた
だいた大切な税金を村がどのように
使ったかの実績報告ともいえます。

基金（貯金）
財政調整基金
減債基金
ふるさと創生基金
修学修業基金
智光基金
地域振興基金
国民健康保険高額医療貸付基金
国民健康保険財政調整基金
土地開発基金
農業災害補償基金
中山間ふるさと水と土保全基金
山林造成基金
林業後継者育成基金
村営住宅基金
介護保険財政調整基金
林業振興基金
ふるさと応援基金
診療所施設減損積立金

6億 2064 万円
125 万円

1億 807 万円
845 万円
500 万円
7348 万円
100 万円
2350 万円
1197 万円
167 万円
614 万円
2402 万円
1681 万円

 3417 万円
1833 万円
636 万円
1899 万円
84 万円

合計　9億 8070 万円

村債（全会計借入金）

◆一般会計◆
　村の会計はいくつかに分かれていますが、そのうち平
成３０年度の一般会計の歳入の総額と、昨年度よりの繰
越金５９４６万円余り及び、以前より積み立てていた財
政調整基金等１億６２３万９０８０円を取り崩し、繰り
入れして総額は１４億６０３３万９３１７円、歳出の総
額は、１４億４７２４万６４３円、歳入から歳出を差
し引くと１３０９万８６７４円で、翌年度へ繰り越す
べき財源を１０２８万９０００円とし、実質収支額は、
２８０万９６７４円の黒字となりました。

万円未満四捨五入
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黒滝村人権・同和問題
啓発活動推進本部

下市消防署からのお知らせ下市消防署からのお知らせ

毎月１１日は

【人権を確かめあう日】

広報くろたきの記事から、昔と今の風景を見比べます

昭和 44 年 12 月 30 日　発行
広報黒滝　第 8号　より 国道３０９号線誕生

秋季全国火災予防運動

統一標語  「 ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

くろたきの昔と今

今の風景

◆お問合せ先　奈良県広域消防組合　下市消防署・黒滝分署

住宅防火　いのちを守る　
７つのポイント

ー３つの習慣・４つの対策ー

１１月 9日～１１月１５日　秋季火災予防運動実施

　写真の場所は、蛇ヶ谷の三叉路で、

昭和４４年１１月に大淀－上北山線が

国道３０９号に昇格することが決まり

ました。現在でも、丹生バイパスが開

通するなど利便性が高まり、日常生活

や観光において大きな役割を担う道路

として機能しています。

　また、平成５年には国道３０９号線

沿いに「道の駅　吉野路黒滝」が作ら

れました。

　平成２５年にスタートした「健康ふれあ
い祭り」は今年で７回目を迎えます。
　令和最初の本年も変わらず、子どもから
高齢者まで、みんなが参加できる簡単な
ゲームや健康測定を用意して皆さまのお越
しをお待ちしています。
　詳しくは、折込のプログラムをご覧いた
だき、ご近所お誘い合わせの上、ぜひご参
加ください。
※当日はふれあいバスも運行しますが、送
迎の必要な方はお申し出ください。
◆お問合せ先　保健福祉課

第７回　健康ふれあい祭り開催！
みんな笑顔に！

日時日時　１０　１０月月６６日（日）日（日）　午前９時～　午前９時～
会場会場　黒滝小・中学校運動場　黒滝小・中学校運動場

雨天時　農林トレーニングセンター

とても楽しかったです。

ありがとうございまし

た。（20 代 女性）

いも煮おいしかったで

す。ありがとうございま

した。（40 代 女性）

このような機会がなければお会いできない

他地区の方がいます。

軽運動も楽しみながら、皆さんとお話でき

るのが楽しみです。（60 代 女性）

昨年いただいた感想の一部をご紹介します

３つの習慣
・寝タバコは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすい物
から離れた位置で使用する。
・ガスコンロなどのそばを離
れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火
災警報器などを設置する。
・寝具や衣類からの火災を防ぐため
に、防炎製品などを使用する。
・火災を小さいうちに消すために、
住宅用消火器などを備える。
・お年寄りや体の不自由な人を守る
ために、隣近所の協力体制をつくる。

「白バス」は違法です！
利用するのはやめましょう

○運転手付きの「白ナンバー」のマイクロバスは、
いわゆる「白バス」と呼ばれる道路運送法に違
反するサービスです。利用するのはやめましょう。

○道路運送法の許可を受けたバス会社の正規のマ
イクロバスには「緑ナンバー」が付いています。

白バスで事故に遭った場合、保険の適用がないことがあります。
◆お問合せ先　近畿運輸局奈良支局

奈良　500
あ   00-00

奈良　500
あ   00-00
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村の施設の電話番号
市外局番（0747）

人口・世帯数
（９月１日現在）

　　男　　３３９人　　（－１）
　　女　　３６５人　　（－１）
　　計　　７０４人　　（－２）
　　世帯　３６４世帯　（±０）

役　場　　　　　　   62-2031
　　ＩＰ電話【0747-68-9200
　　　　　　　　　    ～ 9203】 
防災無線電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）　     62-9010
教育委員会　　　　   62-2314
　　ＩＰ電話【0747-68-9204】
診療所　　　　　　   62-2747
　　ＩＰ電話【0747-68-9700】
歯科診療所　　　　   62-2621
デイサービスセンター
（社会福祉協議会）      62-2850  
　　ＩＰ電話【0747-68-9023】
こもれびホール　　   62-2280
黒滝駐在所　　　　   62-2034

観光施設に関することは、
　観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村     62-2770

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載していますお知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。ので、ぜひご視聴ください。
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わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に
学

び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明
る
く

豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り
住

み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、
や

さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち
た

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習
の

ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に
努

め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で
支

え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て
る
福

祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

歯科診療所の
診療曜日を追加します！

黒 滝 村 防 災 訓 練
（ 避 難 訓 練 ）

１０月から歯科の診療曜日を追加し、月曜日と木曜日
の２日間とさせていただきます。

※祝日及び年末２９日～年始３日は休診します。
※医師の都合により、臨時休診や診療時間に変更が生じる
場合があります。

黒滝村大字粟飯谷地内
農林トレーニングセンター（寺戸）

１１１１月１７１７日（日）午前中

※当日、サイレン及び防災無線放送の後、避難訓練を
　行ないます。お間違えのないようにお願いします。
◆主催　黒滝村
◆協力　吉野警察署、奈良県広域消防組合、黒滝村区長会、
　　　　黒滝村消防団、黒滝村社会福祉協議会、粟飯谷区
◆お問合せ先　総務課


